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　本論文では、日中の父親の子育て意識と行動
の共通点と相違点、およびその社会背景を探究
するため、中国の先行研究のレビューと、中国
の華東地域での半構造インタビュー調査を通じ
て、父親の子育て意識と子育ての詳細を明らか
にするとともに、その結果を日本の父親の子育
てに関する先行研究と比較する。
　最初に、日本の先行研究をレビューした、江
戸時代の武士階級の父親は子どもの教育者であ
ったが、明治期の公教育制度の成立に従い教育
の権威や役割が弱まり、大正期には「教育する
母親」が登場した。戦後の高度経済成長期には、
大半の男性がサラリーマンへと変わり、家父長
としての存在感は希薄化した。母親が家事、お
よび子どもの世話と教育を担うようになり、
「母性神話」が社会に浸透した。しかし、母親
側の「育児ノイローゼ」（1970年代）と「育児
不安」（1980年代）の問題の深刻化、非行少年
や不登校児の増加などさまざまな問題が指摘さ
れ、政府から市民運動まで父親の責任を問う声
が高まり、「父親不在」の問題が注視された。
そして、1990年代以降、父親の再発見、および
男女による共同育児を求め、新しい父親像を探
す時期に至る。
　そこで、日本では父親の子育て参加を促進す
るため、育児休業制度や育児休暇制度など一連
の政策が策定された。また、企業での就労環境
を改善するため、キャンペーンが推進された。
そのような状況で、父親の子育て時間がわずか
に増加しているが、母親の子育て時間も増加し
ており、子どもの子育て役割が依然として圧倒
的に母親に担わされている状態である。ただ
し、男女ともに平等な性別役割観を持っている
人数が年々増加している。
　日本の父親の子育て参加との対比で、中国の
父親の子育て参加の社会背景は以下のようにま
とめられる。中国成立初期、男女平等の理想を
共産主義の政治目標として、中国の大半の女性
が就業者となった。そして、共働き家庭は中国
で主な家庭形態となった。1980年前後、改革開
放が中国の国家政策に導入され、市場経済下で
中国の首都圏と上海など太平洋沿岸の都市をは
じめとして就業者の男女格差が拡大していっ
た。経済的に余裕ができてきた新中間層では、
「夫は稼ぎ手、妻は家事や育児」という家族戦
略がとられ、専業主婦が増加している。こうし
た状況は、日本の高度経済成長期の「夫がサラ
リーマン、妻が専業主婦」という家族構造に類
似している。しかし同時に、1979年に始まった
「一人っ子政策」の下で、学歴競争が激しい都
市部では、教育熱が高まった。そうした中で、
中国の現代社会では、父親の子育て参加不足、
そして父親の家庭への回帰の声はますます高ま
っている。
　そのような社会変化について、本研究では、
高度経済成長を遂げた中国の華東地域の父親の
子育て実態に焦点を絞り、上海市・蘇州市・南
京市の11名の高中間層の父親を調査対象として
インタビュー調査を実施した。この調査より、
中国の父親の子育て行動に関する特徴として以
下のことが明らかにされた。第 1 に、子どもの
年齢が上がるにつれて、父親は子どもの遊び相
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手から子どもの学習への支援者となっている。
就学児の子育てにおいて「母親は世話、父親は
学習」という性別分業傾向が見られる。第 2 に、
乳幼児をもつ共働きの父親は子どもを世話する
時間が他の父親より長い。第 3 に、子どもの宿
題の相談や勉強支援においては、父親の参加度
が母親より高い。また、父親は担当教師との交
流は不足しているが、保護者会議への参加はよ
く見られる。第 4 に、父親の年齢、職業および
妻の就業上の地位によって子育て参加の程度に
違いがある。具体的には、まず若い世代の父親
は、相対的に子どもの面倒を見る。また、企業
に勤める父親は、大学教授の父親より階層下降
を回避する意識が強かった。さらに、妻の就業
上の地位が高いほど、父親の子育て参加度が高
い傾向が確認された。次に、父親の子育て参加
意識について、父親たちは父親という役割を重
視し父親であることに満足している。ただし、
子育て遂行が進んでいる若い世代の父親、ある
いは共働き家庭の父親でも、「夫は稼ぎ手、妻
は家庭の管理者」という性別役割観が残ってい
る。
　さらに、日中の父親の子育て比較すると、共
通点として、母親の子育て負担が父親より重
く、子育てにおける男女性別分業が存在してい
る。高学歴・高収入層の父親に限ってみると、
日中の父親ともに子どもの学習への支援への関
与度がほかの子育て内容より高い。相違点とし
ては、日本の父親より、中国の父親の子育て関
与度が高い。ただし、日本の父親は中国の父親
より平等な男女の役割を支持している。
　以上のように、中国における父親の子育ての
行動や意識を明らかにする上で、日中の父親を
比較した結果として、父親の子育て行動と意識
のズレが日中で逆方向に生じていることがわか
った。その原因は次のように考えられる、まず、
日本より柔軟な職場文化を持っている中国社会
では、父親の子育て参加を積極的に促す。また、
一人っ子政策を実施したことで、家族全員の期
待が一人っ子に集中したこと、父親が子どもの
教育を重視していること、さらに中国の女性が
より高い就業上の地位を得ていることが、中国
の父親が子育て行動に日本の父親より多く参加
している原因と考えられる。しかし、新中間層
での専業主婦の増加にともない、中国の父親の
子育て参加が減少する傾向も推測される。一
方、父親の子育て参加意識について、中国では、
若い世代の人も伝統的な性別役割観と平等的な
男女分業観の影響を同時に受けることで意識の
混乱が生じている。しかし同時に、日本では男
女共同参画や「イクメンプロジェクト」などの
啓発活動を通じて、より平等な性別役割分業意
識を持っている人が次第に増加している。
